
合併に係る事後備置書類 

 当社は、2024年 1月 31日付当社取締役会決議に基づき、当社を吸収合併存続会社、株式会社Ｃ

ｒａｆｔ Ｅｇｇを吸収合併消滅会社とする吸収合併（以下「本合併」といいます。）を行いまし

た。つきましては、会社法第 801条第 1項及び会社法施行規則第 200条の定めに従い、下記の通り

吸収合併により吸収合併存続会社が承継した吸収合併消滅会社の権利義務その他の吸収合併に関

する事項として法務省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととします。 

１．本合併が効力を生じた日 

2024年 4月 1日 

２．吸収合併消滅会社における差止請求、反対株主の株式買取請求及び新株予約権買取請求な

らびに債権者の異議に関する手続きの経過 

(1)差止請求

本合併につき、差止請求を行った株主はありませんでした。

(2)反対株主の株式買取請求

吸収合併消滅会社である株式会社Ｃｒａｆｔ Ｅｇｇの株主は、吸収合併存続会社である

当社のみであることから、株式買取請求を行うことができる株主はありませんでした。

(3)新株予約権買取請求

吸収合併消滅会社である株式会社Ｃｒａｆｔ Ｅｇｇは、新株予約権を発行しておりませ

ん。

(4)債権者の異議

吸収合併消滅会社である株式会社Ｃｒａｆｔ Ｅｇｇは、2024 年 2 月 1 日付の官報によ

り、債権者に対する異議申述の公告を行うとともに、知れている債権者に対し各別の催告

を行いましたが、異議を述べた債権者はありませんでした。

３．吸収合併存続会社における差止請求、反対株主の株式買取請求及び債権者の異議に関する

手続きの経過 

(1) 差止請求

吸収合併存続会社においては、本合併は会社法 796条 2項に定める簡易合併に該当するた

め、差止請求を行うことができる株主はありませんでした。

(2) 反対株主の株式買取請求

吸収合併存続会社においては、本合併は会社法 796条 2項に定める簡易合併に該当するた

め、会社法 797条の規定に基づく株式買取請求の手続は行っておりません。

(3) 債権者の異議

吸収合併存続会社である当社は、2024 年 2 月 1 日付の官報及び電子公告により、債権者



に対する異議申述の公告を行いましたが、異議を述べた債権者はありませんでした。 

 

４．吸収合併により吸収合併存続会社が吸収合併消滅会社から承継した重要な権利義務に関

する事項 

当社は、吸収合併消滅会社である株式会社Ｃｒａｆｔ Ｅｇｇの権利義務全部を承継いた

しました。当社が株式会社Ｃｒａｆｔ Ｅｇｇから承継した資産及び負債の、本合併の効

力発生日時点における概算額は、それぞれ 1,963,132,295円及び 662,128,657円です。 

 

５．会社法第 782 条第 1 項の規定により吸収合併消滅会社が備え置いた書面に記載された事

項 

別添のとおりです。 

 

６．吸収合併の変更の登記をした日 

2024年 4月 3日付で本合併による変更登記申請を行いました。 

 

７．その他吸収合併に関する重要な事項 

該当事項はありません。 

 



合併に係る事前開示書類 

 

 当社は、2024 年 1 月 31 日付当社取締役会決議に基づき、株式会社サイバーエージェントを吸

収合併存続会社、当社を吸収合併消滅会社とする吸収合併（以下「本合併」といいます。）を行う

ことといたしました。つきましては、会社法第 782 条第 1 項及び会社法施行規則第 182 条の定め

に従い、下記の通り吸収合併契約の内容その他法務省令に定める事項を記載した書面を備え置く

こととします。 

 

(1) 本合併契約の内容 

2024年 1月 31日付合併契約書の内容は、別添のとおりです。 

 

(2) 対価及びその割当ての相当性に関する事項 

吸収合併存続会社である株式会社サイバーエージェントは、合併に際して株式の発行お

よび金銭等の交付は行いません。株式会社サイバーエージェントは、吸収合併消滅会社

である当社の発行済株式全部を所有しているため、かかる取り扱いは相当であると考え

ております。 

なお、株式会社サイバーエージェント及び当社は、会社計算規則第 2 条第 3 項第 36 号に

規定する共通支配下関係にありますが、当社の株主は株式会社サイバーエージェントの

みであり、当社に少数株主は存在しないため、当社の少数株主の利益を害さないように

留意した事項はありません。 

(3) 新株予約権の承継の相当性に関する事項 

吸収合併消滅会社である当社は、新株予約権を発行していませんので、該当事項はあり

ません。 

 

(4) 吸収合併存続会社の計算書類等に関する事項 

株式会社サイバーエージェントの最終事業年度（2022年 10月 1日～2023年 9月 30日）

に係る計算書類等は別添のとおりです。 

 

 

(5) 吸収合併存続会社又は吸収合併消滅会社において最終の事業年度末日後に生じた重要な

財産の処分、重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える事象 

該当事項はありません。 

 

(6) 吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関する事項 

2023年 12月 31日現在、当社及び株式会社サイバーエージェントの貸借対照表における

資産の額、負債の額及び純資産の額は下表のとおりです。（単位：百万円） 

 

  資産の額 負債の額 純資産の額 

当社 2,185 989 1,196 

吸収合併存続会社 190,962 158,188 32,774 



 

この結果、いずれの会社についても、資産内容に照らして支払能力に問題はなく、また、

本合併の効力発生日までに資産及び負債の状態に重大な変動を生じる事態は現在のとこ

ろ予測されておりませんので、本合併により株式会社サイバーエージェントの負担すべ

き債務についての履行見込みはあると判断します。 
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